
2014年（平成26年）10月20日	 フィリア・レター	 第39号

− −6

　朝晩が冷え込むようになり、秋の訪れを感じますね。秋と言えば、読書の秋、食欲の秋、芸術の

秋・・・など、「秋」から想像する言葉はどれもワクワクすることばかりですね。

　さて、来る11月８日（土）に第７回白鳥・市民健康セミナーを開催することとなりました。今回

は胃がん・大腸がんをテーマに、当院で実際に診療にあたる医師より地域の皆さんにわかりやす

く病気を知っていただきたいと開催するセミナーです。是非ご参加ください。　　　　　　（M.S）

〜〜  編 集 後 記  〜〜 

当 院 の 理 念

　皆さんとの出会いを大切にし、苦しみ

を分かち合い、健康で潤いある生活を送

れるよう職員一同努めます。

当院の基本方針

・ 医療の質の向上と安全管理の徹底

・ 生命の尊厳の尊重と患者さん中心の医療

・ 人間性豊かな医療人の育成と倫理的医療の遂行

・ 地域社会との密な連携と信頼される病院の構築

・ 災害・救急医療への積極的な貢献と勤労者に相

応しい高度医療の提供

◆研修医の採用試験◆
　例年、８月のお盆前後に翌年４月から当
院で働く臨床研修医の採用試験を、実施し
ています。
　研修医の採用は、マッチングと呼ばれる
全国的なシステムで内定して行きます。病
院からは採用試験結果による順位を、受験
者たちからは自分の受験した病院の希望順
位を、いずれも「医師臨床研修マッチング協
議会という機関に一旦登録します。マッチ
ング協議会は、それぞれの希望順に沿った
組み合わせを行い、その結果が内定となり
ます。このシステムは受験者と病院の希望
にできるだけ沿った就職、採用が実現され
るというメリットがあります。どこか“お見

合い”にも似た要素を感じます。
　さて、この段階で“内定”と書きましたが、
実はこのマッチングの数ヶ月後、就職を目
の前に控えた春早い時期に、就職決定への
最終関門となる国家試験があるのです。こ
の国家試験を合格し、医師の資格を獲得す
ることにより、ようやく臨床研修病院の研
修医として“採用”が決定となり、無事、医師
人生がスタートできるわけです。
　人の命を預かる仕事ゆえ、このスタート
の先にも、さまざまな関門が横たわってい
ますが、これらを乗り越えて頑張っていけ
るよう、我々研修センターや職員も微力な
がらお手伝いしていきたいと思います。

〉〉   研 修 セ ン タ ー 通 信   〈〈

　中部ろうさい病院

は、日本人間ドック学

会が認定している人間

ドック健診施設機能評

価の審査を受け、2009

年の１回目の認定に引き続き、2014年４

月から５年間、認定が更新されることとな

りました。現在、全国で321施設（愛知県17

施設）が認定されています。

　当院の特徴である専門医による結果判

読・判定や生活習慣病予防のための生活・

栄養・運動指導、ゆったりとした時間と清

潔な癒しの空間の提供などが評価されたも

のと思っております。

　「年に１度は人間ドック！」病院併設型な

らではの安心の人間ドックを是非、受検さ

れてみてください。

予防医療センター事務長　畠山　泰之

人間ドック健診施設機能評価の認定が更新されました




